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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】癌原発巣微小環境において tumor-associated macrophage (TAM)はリンパ管新生を促進する
事が報告されているが、所属リンパ節内の TAMと転移との関連は明らかにされていない。本研究では、
胃癌所属リンパ節内に浸潤する TAMの拡がりとリンパ節転移形成との関わりについて検討した。 
【方法】2011年に当科でリンパ節郭清を伴う胃切除術を施行した胃癌 49症例から得られた、パラフ
ィン包埋化した所属リンパ節標本を対象とした。抗 CD163抗体を用いて免疫組織染色を行い、リンパ
節内に浸潤する TAMを同定して個数を計測し、転移の有無との関連を検討した。またリンパ節内のリ
ンパ管密度と TAMの個数との関連を評価した。腫瘍からの位置とリンパ流を考慮し、領域リンパ節を
さらに近位と遠位領域に分類して TAMの拡がりを解析した。 
【結果】リンパ節内 TAMの個数は病理学的リンパ節転移個数や進行度と正相関を示した。転移リンパ
節内 TAMの個数は正常リンパ節に比べて有意な増加を認め、リンパ節に微小転移が存在した場合でも
有意に増加していた。リンパ管密度とリンパ節内 TAMの個数は正相関を示した。リンパ節領域におけ
る TAMの分布の検討では、胃癌原発巣に最も近い領域に多く、より遠位領域の正常リンパ節内でもリ
ンパ節転移陽性症例では転移陰性症例に比べ TAMの個数が増加していた。 
【結論】胃癌リンパ行性進展においては、リンパ節転移巣形成に先んじて TAMが正常リンパ節内に浸
潤してリンパ管新生を促進し、転移拡大のための環境形成に関与する可能性が示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
癌原発巣微小環境において腫瘍関連マクロファージ(tumor-associated macrophage; TAM)はリンパ
管新生を促進する事が報告されているが、所属リンパ節内の TAMと転移との関連は明らかにされてい
ない。本研究は、胃癌所属リンパ節内に浸潤する TAMの拡がりとリンパ節転移形成への関与について
検討している。 
 方法は胃癌手術 49 症例のパラフィン包埋化所属リンパ節標本を対象とし、抗 CD163 抗体による免
疫組織染色を行い、TAMの個数と転移の有無やリンパ節内リンパ管密度との関連を評価している。ま
た、腫瘍からの位置とリンパ流を考慮し、領域リンパ節を近位と遠位領域に分類して TAMの拡がりを
解析している。 
 その結果、リンパ節内 TAMの個数は病理学的リンパ節転移個数や進行度と相関を示した。転移リン
パ節内 TAMの個数は正常リンパ節に比べて有意な増加を認め、微小転移が存在した場合でも有意に増
加していた。リンパ管密度とリンパ節内 TAMの個数は相関を示した。領域リンパ節における TAMの分
布は、胃癌原発巣に最も近い領域に多く、リンパ節転移陽性症例では陰性症例に比べより遠位領域の
正常リンパ節内の TAMの個数が増加していた。 
 以上の結果より、胃癌リンパ行性進展においては、リンパ節転移巣形成に先んじて TAM が正
常リンパ節内に浸潤してリンパ管新生を促進し、転移拡大のための環境形成に関与することが示唆さ
れた。 
 
 本研究は、腫瘍関連マクロファージが胃癌リンパ行性転移に重要な役割を果たしている事を明らか
にしたものであり、胃癌リンパ節転移の機序解明に寄与するものと考えられる。よって、本研究者は
博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
 
 
 
